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理 科教育に お け る 自己決 定 の 歴 史 的考察
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1　 今なぜ 自己決定か

　現代，基本 的な人 権 の
一

つ と され る 自己決
定権を め ぐる状況 が賑や か で あ り ， 自己 決定
研 究 も隆盛 で ある 。 教育 ， と りわけ理科 教育
にお け る 自己決 定 に つ い て 文 献に よ り歴 史的
に概観 を探 っ た。自己決 定 （selfdete   ination）
は 心理 学研 究 の 中で ， 「活 動 を行 うこ とを 自

己 の 意志で 決 定 し た 」 と い う認知や感情 と し

て 理 解 され ，主 に動機づ けに か かわ り研 究が

盛 ん で あ る 。 自己決 定 に 関わ る研 究 を進 め る

理 由は ， 以 下 の よ うに多数 ある。
・ニ

ー
トや フ リー

タ
ーな ど若者 の 就労問題

・
虐待や育児放棄 など養 育の 問題

・臓器提供意 思表示 など生命 に 関わ る問題
・イン フ ォ

ーム ド・コ ン セ ン ト等医療 問題
・エ ネル ギ

ー
な ど持 続可 能な環境問 題

・尊厳死 ・安 楽死 な ど人 生 の 終末問題
・性 の 自由問題 　 ・表 現 の 自由 と 自己決定
・PISA 等 国際調 査 の 読解力や表現力
・全 国学力 ・学習状況調査 に よる学力問題
　 し か し なが ら，現在 ま で の と こ ろ ，自己決

定研究 は 活況で は あ るが ，理 科に 関 わ る研 究
は進 ん で い な い 現状 で あ る。
2　 自由と自己決 定の 研究　歴史的概観
　 自己決定 を考 える とき，「自由 とは何 か 」

先に ある。Lカ ン ト「純粋理性批判」（1781），J．S．
ミ ル 「自由論」 （1859）で の 自由の 考 えは ， 自
由 意 思 か ら 自 己 決 定 に 踏 み 込 ん で い る 。
deCh   s （1980）は ，彳働 の 始発 の 認知 を明確
にする こ とで origin と pown を区別 し， 自己

決定が動機づ けで 重要で あ る こ と を示 した。
　 EJ．J）eci （1985）は ，人格傾向 と し て の 自己

決定の 個人差 か ら ， 自 己決 定 は人 間 の 基 本 的

馨齧諺 岩儀 拷能躔驢鐘♂
「Self−deterrnination　 Theoly（自己決 定理 論）」

を表 し，5 つ の ミニ 理 論 （認 知的評価理 論等）
か ら ， 多 く の 領域 に関わ る研 究 を進 めて い る。
　本 邦で も心 理 学面 か ら， 動機づ けの 自己決
定 つ い て ， 速水敏彦 は 自己決 定が手 段 と目的
の 二 軸構造で あ る こ と，桜井茂男 は尺度 を作

成 し動機づ け ス タイ ル の 隣接領域 の 連続性 な

どを調 べ た。新井邦二 郎は ，子 どもの 生 活 の

自己 決定に 関わ る
一

連の 研 究 を進 めた 。 また

坂本昇
一

は ，
「生 徒指導 の 機能 と方法」で ，子

ども に 自己決 定場 面 を与 え，共感 的な関係や
自己 存在感が 学校活動 で 重 要で あ る こ とを指

摘 し た 。授業で の 自己決定 と子 ど も の 意欲 へ

の 影響 を調査 す る こ とが必 要で ある。
3　 理科に おける自己決定　

一近代現代 一

　学習指導要領 にお け る教科 の 目標 に は，知

識 を身 に っ けさせ る実質陶冶 と ， 知識 を使 い

こ な し能力 を発 展 させ る形式陶冶の 部分が ど

ち ら も含ま れ ， 自己決定 に 関係 し て い る 。

　 1886 年 ， 森有礼 に よ り「学校令 」が進 め ら

れ，本邦の 理科教育 が始ま っ た。それ 以前は ，
寺小 屋 な ど私的 な形 態 が 主 で あ っ た 。 教育的

な手法は ，素読，輪読な どが想定され ， 自己

決定 を い か し た も の で は な か っ た と推 察 され

る 。 近代で は ， 学校令に よる 「小 学理 科書」

（1901）が あ るが ， 記 述の 多 くは 「ナ リ」 「ト

イ フ 」 で あ り ， 事象 の 解説 が主 で あ る と推察
され ，自己決定 をい か し た もの が少な い 実態

で あ っ た 。大 正 で は ，信 濃教育界 「理 科学習

帳」（1925）にお い て ，
「名 を あ げよ」 な ど と生

徒個 々 へ の 指示 が記載され ， 自己決定 を求 め

る内容 へ の 変化 が読み取れ る 。 神戸 伊三 郎 が

「理 科学習原論 」 （1936）の 中で ，形式的陶冶
と し て ， 理 科教育 の 目的 を表 し て い る 。予 想

を い かす 自己決 定を求 め る授業 を進 め よ うと

し て い た の が分 か っ た。 「初等科理 科 」（1945）
に は ， 「何 ノ 花 ガ 咲イ テ イ マ ス カ 」 「シ ラ ベ

テ ミナ サ イ 」 な ど，目的意識 を 持たせ 子 ども
に実習 ・観 察に 取 り組 ま せ る意 図 が読み 取れ

る。戦 時 中で あ り実践 は広が らなか っ た が ，
自己決定 の 度合 い は増 した と判 断で き る。
　現代 で は ，板倉聖 宣 ら に よ る 1963 年仮 設

実験授 業 の 提 唱 は ， 授業書 と呼ばれ る テ キ ス

トを用 い
， 全 て の 子 ども が 予想 を決 め な が ら

学習す る 自己決 定をい か した もの で あ っ た 。

玉 田泰 太郎の 実践 を基盤 とする 科学教育研 究

協議会 に よ る授業 プ ラ ン や 授 業テ キ ス トの 発

刊 は ，自己決 定を い か した 授業 を広 め る役割
を担 っ た 。 左 巻健 男 らに よ る 玉 田泰太郎実践
を基盤 と した授 業テ キ ス トの発 刊 もあ っ た 。

　2012 年全 国学力 ・学習状況調 査結果 の よ う
に ， 実際の 理 科に お い て は ，教科 の 目標 を達

成す る よ う自己決定 を い か した も の が浸透 し

て い る とは言 い 難 い
。 理 科 教育 に お い て は ，

学習者 が 自分の 考えを決 め る，実験計画 を立

て る な ど，自己 決定の 重 要 性 が 求め られ て い

る。予想 をす る 自己 決定 の 場面が 求め られ ，

必ず行 われ て い るわ け で は ない こ とが 明 らか

とな っ た 。

4　 まとめ
・多 く の 現代 の 社会的な要 因か ら、自己決 定

　 が 強 く求 め られ て い る。
・教 育に おい て 、実質陶冶 と形 式陶冶の バ ラ

　ン ス が重要だ が 、 実質陶冶 に比 重が 置 か れ

　 て い る 実態が あ り、自己 決定が 必 要で あ る 。

・本 邦理科教育 に おい て は 、子 ども の 自律的

　な動きを させ る 自己決定的 な 記載を し た テ

　キ ス トが存在 し、神戸伊三 郎 など先駆的 な

　実践者 が後 の 理 科 へ 影 響を与 えた。
・戦後の 民間研究団体に は 、玉 田泰太郎の よ

　 うに優れ た実践者 が存在 し た 。
・理 科で の 自己決定 を明 らか に し、教科 の 特

　 色 と役割 を構築す る必要性が あ る 。
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